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 特に作業の後、発注者より賠償請求を受けた

ものが多くあります。作業に入る前に安全対策

の目線で現場確認をすることは危険予知などの

基本です。また、草刈作業で２件の飛散事故、

何れも飛散防止の未対策で、適切な場所にネッ

トの配置が出来ていなかったことが原因です。 

幸いにも、人への危害 

ではありませんでしたが、 

安全対策を怠ることで重大 

事故が起ることを常に認 

識して作業をするよう 

心がけてください。 

無事故・無災害を目指して 
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 ハチ刺され２件、転倒事故２件、切創事故１件 

転落事故１件、咬傷事故１件の７件がありました。 

特に蜂については１０月頃まで活動し、３０℃

以上の気温で攻撃性が増すといわれています。今

後も気温の高い日が続くと思われますので、現場

での下見や、就業前には引き続き注意して下さい。 

 また、気温の高い中での屋外作業は、集中力が

散漫し、通常の適切な判断、認知が難しくなりま

す。適度な休憩を有効に活用し安全な就業に努め

ましょう。 

  
 

◎熱中症 ４件 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

就業において、一人就業を 

する会員は、家族や身近な人 

と共有する。また、就業予定をリーダーや事務所と共

有するなど、所在の確認できる環境にも努めて下さい。 

９月を迎え、酷暑の時期はピークを過ぎたとは思 

いますが、油断をしないように体調管理には気をつけ

て下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●安全就業への取組 

 

 

 

 

 

今年度、墓地清掃で一人就業をしていた会員

が亡くなる事故がありました。心よりご冥福を

祈ります。 

今夏は、特に西日本で40℃以上の「酷暑日」が相

次ぎ、記録的な暑さとなりました。酷暑日の地点数も

過去最多を更新しました。福山市においても７月中

旬から８月にかけて、気温が３５℃を上回る猛暑日が

頻繁に発生しました。 

9 月 21 日から「秋の全国交通安全運動」が実

施されます。夕暮れ時の事故や飲酒運転、高齢者

の交通事故防止などが重点的に        

呼びかけられます。 

また、日没時間が早まるため、 

早めのライト点灯や、歩行者の 

反射材着用などが重要になります。 

 

 

 

これからの時期は、除草作業や剪定作業
がピークを迎え、一年で一番の繁忙期となり
ますが、事故を起こさないためにも、次のこと
を遵守のうえ、作業してください。 

 

先日、線路沿いのお宅で草刈作業を刈払機

で行っていた際に列車が緊急停車をしました。 

当時、会員は刈払機の音で列車が近づいたこ

とに気づかず作業を継続していました。8/25 東

武鉄道で草刈作業をしていた作業員 4 人が列車

に接触し死亡する事故が起きたばかりです。 

そもそも、この草刈場所は発注者の敷地では

なかったのではないか、仮に個人地側であっても

鉄道管理者との協議が必要な場所ではなかった

のか、と確認しなければならない点があります。 

下見をする際、発注者と範囲や境界、作業に

支障になるもの、危険個所など事前確認、グルー

プ員の情報共有をし、適正就業をお願いします。 

＊センターではハチの巣駆除

を始めました。 

 

 駆除の対象など詳しくは本部事務

所までお問合せください。 


